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本
講
座
は
、「
谷
口
吉
郎
と
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ

―
慶
應
義
塾
の

近
代
建
築
と
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
」
と
題
し
、
三
回
に
わ
た
っ
て
谷
口

と
ノ
グ
チ
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
を
作
品
に
即
し
て
、

具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
講
座
に
つ
い
て
は
新
し
い
試
み
と
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学

ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
こ
の
講
座
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
。
本
文
中
の
【　

】
内
の
図
版
番
号
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
該
当
箇
所
の
図
版
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
む
ろ
ん
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
さ
れ
な
い
方
も
い
る
だ
ろ

う
か
ら
、
参
考
程
度
だ
が
、
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
こ

の
講
座
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
慶
應
義
塾
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

「
研
究
所
等
」
↓
「
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
↓
「
イ
ベ
ン
ト
・
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
」
と
進
み
、
最
上
段
の
二
〇
〇
四
年
一
月
の
本
講
座
名
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
（�

�
�

�
�
�

は
、�

���
����
�
�
�������

�
���
����
�
�
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�
）。

谷
口
吉
郎
と
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

谷
口
吉
郎
と
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
は
、
お
そ
ら
く
一
九
五
〇
（
昭
和

二
十
五
）
年
七
月
に
新
萬
來
舎
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

重
ね
、
制
作
に
集
中
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
翌
八
月
十
八

日
―
三
十
日
に
三
越
百
貨
店
で
開
催
さ
れ
た
「
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
作

品
展
」（
毎
日
新
聞
社
主
催
）
に
、
早
く
も
「
新
萬
來
舎
」
の
平
面
図

と
建
築
模
型
、
彫
刻
作
品
の
モ
デ
ル
や
談
話
室
の
た
め
の
家
具
が
出
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品
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
【
３
―
１
・
３
―
２
】。
二
人
の
協
同
制

作
（
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
、
谷
口
は
以
下
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

私
が
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
氏
と
共
に
、
三
田
の
丘
に
設
計
し
た

新
「
萬
來
舎
」
の
建
物
は
、「
彫
刻
」
と
「
建
築
」
の
協
力
に

よ
る
試
作
で
あ
る
。
イ
サ
ム
氏
が
そ
の
「
庭
園
」
と
「
ク
ラ
ブ

室
の
内
部
」
を
設
計
し
、
私
が
そ
の
「
建
築
」
を
設
計
し
た
。

し
か
し
、
二
人
の
仕
事
は
分
離
し
た
も
の
で
な
く
、
互
に
協
力

し
、
ス
ケ
ッ
チ
に
於
て
、
製
図
に
於
て
、
模
型
に
於
て
、
暑
い

夏
の
昼
も
、
夜
も
、
い
ろ
い
ろ
と
熟
議
し
合
っ�
た�
。

（
１
）

　

展
覧
会
ま
で
の
五
週
間
、
ノ
グ
チ
は
集
中
的
に
制
作
活
動
を
行
っ

た
。
ノ
グ
チ
は
ま
ず
日
本
に
お
け
る
陶
芸
の
中
心
地
で
あ
る
瀬
戸
に

赴
き
、
そ
こ
で
数
多
く
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
作
品
を
制
作
し
た
。
そ
の
後

東
京
に
戻
り
、
新
萬
來
舎
の
た
め
の
家
具
や
彫
刻
作
品
の
デ
ザ
イ
ン

と
制
作
に
あ
た
っ�
た�
。
こ
の
時
ノ
グ
チ
の
た
め
に
制
作
の
場
所
と
材

（
２
）

料
を
提
供
し
た
の
が
、
当
時
川
崎
市
津
田
山
に
あ
っ
た
「
工
芸
指
導

所
」
で
あ
る
。
工
芸
指
導
所
は
日
本
の
工
業
デ
ザ
イ
ン
振
興
を
目
的

と
し
て
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
仙
台
に
設
立
さ
れ
た
商
工
省
の
研

究
機
関
で
、
後
に
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
東
京
の
巣
鴨
に
移
転

し
た
。
工
芸
指
導
所
に
は
戦
前
か
ら
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
（
一
九
三

四
）
や
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
・
ペ
リ
ア
ン
（
一
九
四
〇
）
が
招
聘
さ
れ
、

日
本
固
有
の
材
料
を
使
っ
て
海
外
に
輸
出
す
る
た
め
の
工
芸
品
を
生

産
す
る
た
め
の
様
々
な
研
究
や
試
作
品
の
制
作
が
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
工
芸
指
導
所
で
当
時
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
が
、

日
本
を
代
表
す
る
イ
ン
テ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
剣
持
勇
（
一
九
一
二�

―
一
九
七
一
）
で
あ
っ�
た�
。

（
３
）

　

ノ
グ
チ
は
剣
持
と
工
芸
指
導
所
の
協
力
を
得
て
、「
青
い
丸
首
シ

ャ
ツ
に
青
パ
ン
ツ
、
片
手
に
七
つ
道
具
の
入
っ
た
革
製
の
工
具
袋
を

ぶ
ら
さ
げ
、
片
手
に
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
携
え�
た�
」
と
い
う
い
で
た

（
４
）

ち
で
、
八
月
一
日
か
ら
工
芸
指
導
所
に
通
い
制
作
に
没
頭
し
た
（
図

１
【
３
―
３
】）。
こ
の
時
津
田
山
に
ほ
ど
近
い
田
園
調
布
の
自
宅
を

ノ
グ
チ
の
た
め
に
宿
と
し
て
提
供
し
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
猪

熊
弦
一
郎
（
一
九
〇
二
―
一
九
九
三
）
は
、
ノ
グ
チ
の
仕
事
ぶ
り
に
つ

い
て
以
下
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。
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図１　《無》の石膏原型を制作するイ
サム・ノグチ
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或
朝
、
彼
は
「
燈
籠
を
作
り
た
い
で
す
」
と
言
い
出
し
た
。
丁

度
そ
れ
が
展
覧
会
が
始
ま
る
一
週
間
位
前
の
事
で
あ
っ
た
。
私

は
え
ら
い
事
を
言
い
出
し
た
と
思
っ
た
。
今
度
の
展
覧
会
に
出

品
さ
れ
る
の
で
す
か
と
た
ず
ね
る
と
、「
そ
う
で
す
。
大
き
な
石

で
や
り
た
い
で
す
」
と
言
っ
た
。（
中
略
）
と
て
も
後
一
週
間
で

は
不
可
能
で
し
ょ
う
と
私
が
言
っ
た
ら
、
そ
の
時
初
め
て
不
可

能
な
相
談
で
あ
る
事
を
ハ
ッ
と
気
づ
い
た
ら
し
く
、「
そ
う
で
す

ね
」
と
子
供
が
し
ょ
げ
た
様
な
可
愛
い
、
そ
し
て
気
の
毒
な
悲

し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
た
。（
中
略
）
早
速
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を

持
っ
て
来
て
彼
の
燈
籠
を
色
々
想
を
ね
り
始
め
、
頭
と
胴
と
足

を
重
ね
た
様
な
丸
い
立
体
を
幾
つ
も
幾
つ
も
描
き
続
け
た
。
や

が
て
「
燈
籠
は
面
白
い
で
す
」
と
私
の
顔
の
方
を
向
い
て
実
に

う
れ
し
そ
う
に
眼
で
笑
っ
て
見
せ
た
。
彼
の
頭
の
中
に
は
最
早

何
か
出
来
上
っ
た
ら
し
い
。「
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
弟
君
を
う
な

が
し
な
が
ら
、
靴
の
ひ
も
を
結
ぶ
間
も
も
ど
か
し
く
大
急
ぎ
で

手
を
大
き
く
上
に
振
り
な
が
ら
門
を
出
て
行
っ
た
。（
中
略
）
今

日
は
野
口
氏
の
帰
り
は
遅
い
だ
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
た
が
、
夜

中
の
二
時
過
ぎ
に
な
っ
て
タ
ク
シ
ー
で
帰
っ
て
き
た
。
身
体
中

は
石
膏
の
飛
沫
で
真
白
に
な
り
、
汗
と
脂
で
顔
は
青
く
光
り
、

水
か
ら
は
い
上
っ
て
来
た
男
の
様
な
姿
で
玄
関
か
ら
こ
ろ
が
る

様
に
入
っ
て
来
て
、
い
き
な
り
、「
私
は
も
う
死
に
ま
し
た
」
と

言
っ
て
、そ
の
ま
ま
ベ
ッ
ド
の
上
に
う
つ
む
け
に
な
っ
た
ま
ま
、

そ
れ
こ
そ
死
ん
だ
様
に
横
た
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
朝
か
ら
翌
日

の
午
前
二
時
ま
で
彼
は
精
魂
を
つ
く
し
き
っ
て
、「
燈
籠
」
を
作

り
上
げ
て
帰
っ
て
来
た
の
だ
。（
中
略
）
そ
の
翌
日
私
が
指
導
所

へ
出
か
け
た
時
は
表
面
を
修
正
し
て
い
た
が
、
私
は
し
ば
ら
く

も
の
が
言
え
な
い
程
そ
の
大
き
さ
の
、
新
し
い
美
に
見
と
れ
て

し
ま
っ
た
。「
こ
れ
が
《
無
》
で
す
」
と
彼
は
そ
の
時
言
っ�
た�
。

（
５
）

　

少
し
引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
新
萬
來
舎
の
西
側
庭
園
に

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
彫
刻
作
品
《
無
》
の
石
膏
原
型
制
作
に
関

す
る
証
言
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
芸
術
家
が
創
造
に
あ
た
っ
て
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
瞬
間
や
、
そ
れ
を
実
際
の
形
に
表
現
す
る

際
の
人
並
み
は
ず
れ
た
集
中
力
な
ど
、
芸
術
の
創
造
プ
ロ
セ
ス
に
関

す
る
興
味
深
い
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
わ
ず
か

五
週
間
と
い
う
短
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ノ
グ
チ
は
彫
刻
二
点
、

家
具
三
点
、
塔
の
モ
デ
ル
二
点
、
焼
物
の
ハ
ニ
ワ
、
つ
ぼ
、
掛
け
額

な
ど
小
品
数
十
点
に
の
ぼ
る
作
品
を
仕
上
げ�
た�
。
そ
れ
ら
が
三
越
百

（
６
）

貨
店
の
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
作
品
展
に
出
品
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
研
究
室
の
竣
工

　

慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
第
二
研
究
室
」
は
、
一
九

五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
一
月
着
工
、
同
年
八
月
に
完
成
し
た
。
塾

の
戦
後
復
興
建
築
と
し
て
は
最
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、

 �●
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二
階
建
て
の
建
物
は
教
授
の
た
め
の
研
究
室
と
事
務
室
計
三
十
四
室

と
談
話
室
一
室
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
図
２
、
３
【
３
―
４
・
３
―

５
】）。
第
二
研
究
室
竣
工
後
、
谷
口
吉
郎
は
設
計
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

慶
應
義
塾
の
三
田
山
上
に
は
「
第
四
号
館
」「
第
五
号
館
」「
学

生
ホ
ー
ル
」
の
校
舎
が
建
ち
、
続
い
て
「
第
二
研
究
室
」
が
新

築
さ
れ
た
。
戦
争
中
、
三
田
は
ひ
ど
い
空
襲
を
受
け
た
。
そ
の

焼
跡
に
再
起
を
目
ざ
し
て
、
乏
し
い
建
築
資
材
に
よ
っ
て
バ
ラ

ッ
ク
を
建
て
始
め
た
困
難
な
時
代
か
ら
、
よ
う
や
く
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
建
物
に
ま
で
、
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
私

は
こ
の
一
連
の
建
物
に
、
意
匠
の
一
貫
性
を
求
め
て
い
る
。
そ

れ
は
福
澤
諭
吉
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
「
演
説
館
」（
明
治
八

年
、
一
八
七
五
）
に
こ
も
る
意
匠
の
モ
ラ
ル
を
、
各
校
舎
が
受

け
つ
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、「
福
澤
精
神
」
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を

表
現
し
た
い
と
念
ず
る
建
築
家
の
構
想
で
あ�
る�
。

（
７
）

　

こ
の
よ
う
に
戦
後
の
三
田
山
上
に
建
築
の
「
造
型
交
響
曲
」
を
夢

想�
し�
、
一
貫
し
た
「
意
匠
」
に
よ
る
復
興
校
舎
群
を
実
現
し
て
き
た

（
８
）

谷
口
に
と
っ
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
「
第
二
研
究
室
」
の

完
成
は
こ
の
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
の
到
達
点
を
示
す
も
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
三
田
山
上
西
南
部
隅
に
建
設
さ
れ
た
第
二
研
究
室

の
建
物
は
、
南
側
約
三
分
の
一
が
キ
ャ
ン

パ
ス
側
へ
「
く
の
字
」
形
に
折
れ
曲
が
っ

て
お
り
、「
意
匠
」
の
源
泉
で
あ
る
「
演
説

館
」
を
志
向
す
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
る（
図
４【
３
―
６
】）。そ
の「
く
の
字
」

形
の
付
け
根
部
分
に
設
け
ら
れ
た
入
口
を

入
る
と
右
手
正
面
に
階
段
ホ
ー
ル
が
あ

り
、
谷
口
設
計
の
ら
せ
ん
階
段
が
美
し
い

プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
見
せ
て
い
る
（
図
５

【
３
―
７
】）。
そ
し
て
、
そ
の
玄
関
ホ
ー
ル

左
手
の
扉
が
談
話
室
、
す
な
わ
ち
「
新
萬

來
舎
」
の
入
口
と
な
っ
て
い
る
【
３
―
８
】。
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図２　第二研究室一階平面図

図３　第二研究室配置図
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新
萬
來
舎
の
室
内
デ
ザ
イ
ン

　

図
６
【
３
―
９
】
は
、
入
口
か
ら
新
萬
來
舎
を
眺
め
た
竣
工
当
時

の
写
真
で
あ
る
。
新
萬
來
舎
の
最
大
の
特
徴
と
し
て
は
、
部
屋
の
中

心
に
設
置
さ
れ
た
二
本
の
円
柱
と
そ
の
間
の
暖
炉
を
中
心
に
、
床
部

分
が
「
石
」「
木
」「
畳
」
の
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
よ
う
。
室
内
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
は
、
ノ

グ
チ
自
身
が
的
確
に
記
述
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

を
引
用
し
て
お
こ
う
。

そ
の
部
屋
は
、
三
つ
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
計
画
さ
れ
た
。
一
つ
は
、

歩
く
為
の
石
を
敷
い
た
レ
ヴ
ェ
ル
、
第
二
の
よ
り
高
い
レ
ヴ
ェ

ル
は
、
歩
く
為
と
坐
る
為
と
両
方
の
為
の
木
の
床
の
レ
ヴ
ェ

ル
、
第
三
は
、
畳
（
日
本
の
厚
い
藁
の
マ
ッ
ト
）
の
レ
ヴ
ェ
ル

で
、
日
本
式
に
も
西
洋
式
に
も
坐
る
事
の
出
来
る
所
で
周
囲
に

沿
っ
て
つ
く
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
一
部
分
に
は
、
編
み
細
工
の

も
た
れ
が
つ
く
ら
れ
た
。
こ
の
設
計
の
目
的
は
、
家
具
を
除
い

た
畳
の
レ
ベ
ル
の
平
面
を
出
来
る
だ
け
多
く
保
ち
、
同
時
に
、

西
洋
式
の
動
き
廻
る
自
由
と
椅
子
に
腰
掛
け
る
安
楽
さ
と
を
許

す
事
で
あ
っ
た
。

 �●

図６　イサム・ノグチ《新萬來舎》1951 年　
撮影：平山忠治

図５　第二研究室　階段ホール
撮影：平山忠治

図４　谷口吉郎《第二研究室》1951 年
　撮影：平山忠治
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設
計
の
中
軸
は
、
大
き
な
円
い
（
直
径
５
呎
の
）
暖
炉
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
パ
イ
型
の
石
で
、
空
気
を
通
す
為
に
少
し
上
下

の
間
を
あ
け
、
そ
し
て
、
日
本
式
に
坐
っ
た
時
に
、
火
鉢
兼

テ
ー
ブ
ル
の
役
目
を
す
る
よ
う
に
持
ち
上
げ
ら
れ
て
居
る
。
地

震
に
備
え
て
、
床
を
持
ち
上
げ
支
え
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
笠
が

つ
く
ら
れ
た
。
又
、
そ
こ
に
は
、
一
番
低
い
レ
ヴ
ェ
ル
の
所

に
、
図
書
室
の
部
分
と
大
き
な
食
卓
が
つ
く
ら
れ
、
茶
卓
と
幾

つ
か
の
床
几
と
が
置
か
れ�
る�
。

（
９
）

　

こ
の
よ
う
に
ノ
グ
チ
は
、
床
部
分
を
「
石
」「
木
」「
畳
」
の
三
つ

の
レ
ベ
ル
に
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
西
洋
的
と
東
洋
的
、
そ
し
て
日

本
的
な
要
素
を
融
合
さ
せ
る
試
み
を
行
っ
た
。
実
際
に
は
暖
炉
の
上

に
取
り
つ
け
ら
れ
る
笠
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
は
な
く
金
属
製
に
な

り
、「
図
書
室
」
部
分
は
石
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
木
の
レ
ベ
ル
、
す

な
わ
ち
入
口
を
入
っ
て
す
ぐ
左
手
の
北
側
コ
ー
ナ
ー
【
３
―　

】
に

１０

設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
な
ど
、
テ
キ
ス
ト
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
構

想
と
は
若
干
変
更
が
あ
っ
た
が
、
一
番
低
い
石
の
レ
ベ
ル
の
西
側

コ
ー
ナ
ー
に
は
計
画
通
り
七
〜
八
人
が
座
る
こ
と
が
で
き
る
楕
円
形

テ
ー
ブ
ル
と
籐
製
の
ソ
フ
ァ
ー
一
対
が
設
置
さ
れ
【
３
―　

】、
室
内

１１

に
は
、
小
品
の
家
具
と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
テ
ー
ブ
ル
一
つ
と
小
ス
ツ
ー

ル
四
脚
が
備
え
ら
れ
た
【
３
―　

】。
い
ず
れ
も
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
が

１２

工
芸
指
導
所
に
お
い
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
家
具
調
度
類
で
あ
る
。

　

一
番
高
い
「
畳
の
レ
ベ
ル
」
の
壁
面
（
南
面
）
に
は
、
日
本
式
の

「
ト
コ
ノ
マ
（
床
の
間
）」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ノ
グ
チ
は
こ
の
談

話
室
の
デ
ザ
イ
ン
に
あ
た
っ
て
、「
詩
人
の
室
の
形
式
を
と
っ
�
」

と
発
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
一
カ
月
ほ
ど
前
に
身
を
お

い
た
京
都
・
詩
仙
堂
で
の
体
験
が
色
濃
く
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
竣
工
当
時
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
（
図
６
【
３
―
９
】）
を
見
る

と
、「
ト
コ
ノ
マ
」
に
は
埴
輪
が
置
か
れ
、
右
手
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
・

タ
イ
ル
に
よ
る
装
飾
壁
面
と
緊
密
な
呼
応
関
係
を
生
み
だ
し
て
い

る
。
三
越
の
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
作
品
展
に
先
立
ち
、
ノ
グ
チ
が
陶
芸

の
中
心
地
で
あ
る
瀬
戸
へ
赴
き
テ
ラ
コ
ッ
タ
の
作
品
を
制
作
し
た
こ

と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
テ
ラ
コ
ッ
タ
と
い
う
素
材
へ
の
執
着

が
日
本
固
有
の
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
造
形
作
品
で
あ
る
埴
輪
に
特
別
な

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
か
ら
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
新
萬
來
舎
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
装
飾
壁
面
は
、
二
十
八
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
四
方
の
タ
イ
ル
九
十
八
枚
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
で
、
表

面
に
は
ノ
グ
チ
自
身
の
手
に
よ
る
多
様
な
ス
ク
ラ
ッ
チ
装
飾
が
施
さ

れ
て
い
る
。
瀬
戸
で
日
本
の
陶
芸
技
法
を
習
得
し
た
ノ
グ
チ
の
一
つ

の
成
果
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
竣
工
時
の
写
真
（
図
６
【
３
―
９
】）
を
見
る
と
、
室
内
の
中

軸
と
な
っ
て
い
る
暖
炉
の
周
辺
に
は
ワ
ラ
製
の
敷
物
が
置
か
れ
て
お

り
、
日
本
の
古
民
家
に
お
け
る
囲
炉
裏
の
イ
メ
ー
ジ
が
導
入
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
暖
炉
は
東
側
の
円
柱
に
煙
突
の
構
造
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
火
を
つ
け
て
利
用
で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
。
し
か
し
実
際
に

（　

）
１０た

ラジオNIKKEI　谷口吉郎とイサム・ノグチ�� ●
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使
用
し
て
み
た
と
こ
ろ
あ
ま
り
う
ま
く
煙
が
通
ら
ず
部
屋
中
に
煙
が

充
満
し
て
し
ま
っ
た
た
め
や
が
て
火
を
使
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
、

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
新
萬
來
舎
に
認
め
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴

は
、
部
屋
全
体
が
も
つ
東
西
方
向
へ
の
「
開
放
性
」
で
あ
る
。
談
話

室
は
ス
チ
ー
ル
・
サ
ッ
シ
の
引
き
戸
に
よ
っ
て
東
側
キ
ャ
ン
パ
ス
空

間
に
大
き
く
開
か
れ
、
福
澤
諭
吉
が
唱
え
た
「
萬
來
」
の
精
神
を
具

体
化
す
る
よ
う
に
学
生
と
教
職
員
の
ア
ク
セ
ス
を
歓
迎
し
て
い
る

【
３
―　

】。
ま
た
西
側
に
も
同
様
の
引
き
戸
が
配
さ
れ
、
西
側
空
間

１３

へ
の
視
野
も
大
き
く
確
保
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
東
西
方
向
へ
の
開
放

性
は
、
若
い
学
生
の
生
命
的
空
間
と
戦
没
死
者
の
空
間
、
活
動
と
黙

想
、
教
育
と
実
践
、
大
学
と
社
会
な
ど
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
談
話
室
が
両
者
の
結
び
つ
け
る
空
間
と
し
て
独
自
の
存
在
意
義

を
有
す
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
�
。

　

新
萬
來
舎
は
戦
後
最
初
の
空
間
芸
術
に
お
け
る
日
米
共
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、
ノ
グ
チ
に
と
っ
て
は
一
九
五
〇
年
の
時

点
に
お
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
石
、
木
、
鉄
、
テ
ラ
コ
ッ
タ
、
藁
、

葦
、
紙
な
ど
多
種
多
様
な
素
材
を
用
い
て
空
間
の
構
成
を
試
み
る
実

験
の
場
で
も
あ
っ
た
。
新
萬
來
舎
は
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
と
そ
の
父
・

野
口
米
次
郎
を
記
念
す
る
空
間
と
し
て
、
後
に
塾
内
で
は
「
ノ
グ

チ
・
ル
ー
ム
」
と
通
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（　

）
１１る

新
萬
來
舎
の
庭
園
と
三
つ
の
彫
刻
作
品

　

室
外
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
建
物
東
側
の
植
え
込
み
に
は
キ
ャ

ン
パ
ス
を
往
来
す
る
学
生
た
ち
に
紛
れ
込
ま
せ
る
よ
う
に
、
鉄
製
彫

刻
《
若
い
人
》（
一
九
五
〇
年
、
鋳
造
鉄
板
、
二
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

が
設
置
さ
れ
た
（
図
７
【
３
―　

】）。《
若
い
人
》
は
、
ノ
グ
チ
が
一

１４

九
四
四
年
か
ら
始
め
た
一
連
の
ス
ラ
ブ
彫
刻
作
品
（
大
理
石
、
鉄
な

ど
を
板
状
に
し
た
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
て
空
間
を
構
成
す
る
彫
刻
）
の

流
れ
を
汲
む
も
の
で
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
抽
象
表
現

を
特
徴
と
す
�
。
谷
口
吉
郎
の
美
意
識
に
基
づ
き
「
四
号
館
」
の
前

庭
に
菊
池
一
雄
の
《
立
像
青
年
》
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
ノ
グ
チ
は
同
じ
「
若
者
」
と
い
う
題
材
を
用

い
、
菊
池
と
は
ま
っ
た
く
正
反
対
の
方
法
に
よ
っ
て
こ
の
テ
ー
マ
を

表
現
し
た
。
こ
う
し
て
三
田
山
上
に
は
、「
具
象
」
と
「
抽
象
」
二

つ
の
青
年
像
が
対
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
新
萬
來
舎
西
側
に
は
「
し
ゃ
も
じ
形
」
の
玉
砂
利
を
ひ
い

た
回
遊
路
を
も
つ
小
さ
な
庭
園
【
３
―　

】
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
そ

１５

こ
に
は
石
製
の
彫
刻
《
無
》
が
配
置
さ
れ
た
（
図
８
【
３
―　

】）。
談

１６

話
室
西
側
サ
ッ
シ
か
ら
テ
ラ
ス
に
出
て
右
手
に
進
む
と
、
ノ
グ
チ
に

よ
る
バ
イ
オ
モ
ル
フ
ィ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
の
施
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
衝
立
を
も
つ
藤
棚
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
下
に
は
石
製
の
ベ
ン
チ

（　

）
１２る
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が
置
か
れ
て
い
る
【
３
―　

】。
談
話
室
で
の
議
論
に
疲
れ
た
人
が
外

１７

の
空
気
を
吸
う
た
め
庭
へ
出
て
こ
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
し
ば
し
思
索

に
ふ
け
っ
た
後
、
し
ゃ
も
じ
形
の
回
遊
路
を
ま
わ
っ
て
彫
刻
《
無
》

と
対
面
す
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
談
話
室
と
連
続
す
る
ユ

ニ
ー
ク
な
造
形
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

彫
刻
《
無
》（
一
九
五
〇
―
五
一
年
、
白
河
石
、
二
二
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
室
内
の
家
具
類
と
と
も
に
工
芸
指
導
所

で
石
膏
原
型
が
制
作
さ
れ
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
八
月
の

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
作
品
展
に
出
品
さ
れ
た
。
展
覧
会
終
了
後
、
石
膏

原
型
を
も
と
に
当
時
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
助
手
を
務
め
て
い
た
彫
刻

家
・
広
井
力
と
石
工
が
白
河
石
に
加
工
し
、
庭
園
の
完
成
後
談
話
室

正
面
に
設
置
さ
れ
た
。《
無
》
は
親
指
と
人
差
し
指
で
つ
く
っ
た
円

の
よ
う
な
形
を
特
徴
と
す
る
作
品
で
、
そ
の
題
名
が
禅
の
用
語
か
ら

と
ら
れ
て
い
る
た
め
、
禅
僧
の
描
く
「
円
相
」
に
関
連
し
て
解
釈
す

る
研
究
者
も
少
な
く
な
�
。
し
か
し
一
方
で
ノ
グ
チ
は
、

そ
の
建
て
ら
れ
る
場
所
は
、
樹
立
多
く
、
そ
し
て
慶
應
の
生
れ

た
丘
で
あ
る
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
上
に
位
置
す
る
、
そ
し
て
、
西

の
方
に
石
の
彫
刻
《
無
》
の
穴
を
と
お
し
て
、
パ
ノ
ラ
マ
的
な

風
景
が
展
開
す
�
。

あ
る
い
は
、

こ
の
計
画
が
、
新
ら
し
い
第
二
研
究
室

の
建
物
の
中
に
そ
れ
と
一
体
に
な
っ
て

つ
く
ら
れ
る
場
所
を
見
出
し
得
た
の
は

最
も
幸
せ
で
し
た
。
視
界
は
西
に
向
っ

て
ひ
ら
け
、沈
ん
で
い
く
太
陽
が
、私
の

彫
刻《
無
》を
シ
ル
エ
ッ
ト
に
し
て
浮
き

出
さ
せ
、
天
上
か
ら
の
光
り
で
点
火
し

て
そ
れ
を
石
燈
籠
の
よ
う
に
し
ま
�
。

な
ど
と
語
っ
て
お
り
、
作
品
の
開
口
部
か
ら

三
田
山
上
西
側
の
パ
ノ
ラ
マ
風
景
を
眺
望
す

る
と
い
う
機
能
や
、
太
陽
光
線
に
よ
っ
て
劇

的
な
効
果
を
も
た
ら
す
【
３
―　

】
こ
と
も

１８

（　

）
１３い

（　

）
１４る

（　

）
１５す
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図７　東面と彫刻《若い人》
撮影：平山忠治

図８　西面テラスと彫刻《無》
撮影：平山忠治
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意
図
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
ノ
グ
チ
が
造
形
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
い

か
に
周
囲
の
空
間
環
境
を
意
識
し
て
い
た
か
を
示
す
興
味
深
い
作
例

と
な
っ
て
い
る
。
ノ
グ
チ
は
後
に
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
六
九
年
ま

で
大
理
石
、
鉄
、
ブ
ロ
ン
ズ
な
ど
様
々
な
素
材
を
用
い
て
円
環
彫
刻

《
太
陽
》
シ
リ
ー
ズ
【
３
―　

】
を
制
作
す
る
が
、《
無
》
は
そ
の
先

１９

駆
的
作
例
と
し
て
彼
の
作
品
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

　

西
側
庭
園
の
北
側
に
は
、
鉄
棒
を
組
み
合
わ
せ
た
彫
刻
《
学
生
》

（
一
九
五
一
年
、
鋳
造
鉄
棒
、
四
〇
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
が
、
回
遊
路

か
ら
藤
棚
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
衝
立
を
通
し
て
眺
め
ら
れ
る
よ
う
設

置
さ
れ
た
（
図
９
【
３
―　

】）。
こ
の
作
品
だ
け
は
一
九
五
〇
（
昭
和

２０

二
十
五
）
年
八
月
の
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
作
品
展
に
発
表
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
、
第
二
研

究
室
の
建
設
中
に
急
遽
構
想
さ
れ
追
加
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
《
学
生
》
は
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
背
の
高
い
彫
刻
で
、
平

和
な
学
園
の
自
由
な
雰
囲
気
の
中
、
学
生
が
折
り
と
じ
の
本
を
ぱ
た

ぱ
た
と
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
で
あ
る
と
伝
え

ら
�
、
ノ
グ
チ
自
身
も
、

碧
空
に
向
っ
て
聳
え
る
鉄
の
彫
刻
《
学
生
》
は
、
抱
負
溢
れ
る

学
生
諸
君
へ
の
私
か
ら
の
捧
げ
も
の
で
�
。

と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
後
に
ノ
グ
チ
は
自
伝
に
お
い
て

十
五
フ
ィ
ー
ト
あ
る
溶
接
し
た
《
学
生
》
の
方
は
、
空
を
背
に

し
て
下
か
ら
し
か
見
ら
れ
な
い
の
で
、
あ
ま
り
成
功
で
は
な
か

っ
�
。

と
も
語
っ
て
お
り
、
そ
の
出
来
栄
え
に
つ
い
て
は
十
分
に
満
足
で
き

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
《
学
生
》
に
関
し
て
は
、
同
時
期
広
島
の
平
和
記
念
公
園
の

た
め
に
設
計
さ
れ
三
越
の
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
作
品
展
に
模
型
が
発
表

さ
れ
た
《
ヒ
ロ
シ
マ
の
鐘
楼
（
ベ
ル
・
タ
ワ
ー
）》（
図　

【
３
―　

】）

１０

２１

と
の
類
似
性
が
連
想
さ
れ
る
。《
ヒ
ロ
シ
マ
の
鐘
楼
》
は
、
木
の
棒

を
垂
直
に
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
内
側
に
テ
ラ
コ
ッ
タ
製
の
小
品
彫
刻

を
い
く
つ
か
吊
る
し
た
も
の
で
、
実
際
の
作
品
と
し
て
は
実
現
し
な

か
っ
た
が
、
新
萬
來
舎
の
《
学
生
》、
そ
し
て
そ
の
直
後
に
制
作
さ

れ
た
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
東
京
支
社
ビ
ル
庭
園
の
鉄
製
噴

水
彫
刻
【
３
―　

】
に
つ
な
が
る
一
連
の
鉄
線
彫
刻
作
品
に
属
す
る

２２

（　

）
１６れ

（　

）
１７す

（　

）
１８た

 �●

図９　西側庭園の藤棚を通して彫刻
《学生》を眺める
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も
の
で
あ
る
。

　
「
鐘
楼
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
ノ
グ
チ
は

三
越
の
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
作
品
展
に
お
い
て
、
会
場
の
黒
い
壁
面
に

白
墨
で
釣
鐘
の
絵
を
描
き
、
こ
れ
に
父
・
野
口
米
次
郎
（
ヨ
ネ
・
ノ

グ
チ
）
が
臨
終
の
五
分
前
に
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
短
い
詩
、

か
ね
が
な
る　

か
ね
が
な
る　

こ
れ
が
け
い
し
ょ
う
な
ん
で
す

け
い
し
ょ
う
が
な
る
と　

み
ん
な
が
ね
る
ん
で
す
よ　

お
ま
え

た
ち
も
ね
る
ん
で
す
よ

を
添
え
る
、
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
�
（
図　

【
３
―　

】）。

１１

２３

　

さ
ら
に
『
芸
術
新
潮
』
昭
和
二
十
六
年
十
月
号
の
「
造
型
ニ
ッ
ポ

ン
」
と
い
う
グ
ラ
ビ
ア
記
事
に
は
、
ノ
グ
チ
自
身
が
撮
影
し
た
日
本

各
地
の
風
景
写
真
が
彼
の
作
品
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
《
学
生
》
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
庭
園
の
作
品
が
日
本
の
火
の
見
櫓
と
並
べ
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
八
代
修
次
教
授
に
よ
れ
ば
、
新
萬
來
舎
の
西

側
庭
園
左
手
に
は
芝
消
防
署
三
田
出
張
所
が
あ
り
、
当
時
庭
園
か
ら

火
の
見
櫓
の
鉄
塔
が
見
え
【
３
―　

】、
そ
れ
が
ノ
グ
チ
の
《
学
生
》

２４

と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
し
て
い
た
と
い
�
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
考

え
る
と
、
庭
園
か
ら
見
え
る
火
の
見
櫓
の
存
在
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
そ
れ
と
対
を
な
す
よ
う
に
新
萬
來
舎
の
庭
園
に
急
遽
《
学
生
》

が
追
加
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、《
若
い
人
》、《
無
》、《
学
生
》
と
い
う
、
素
材

（　

）
１９た

（　

）
２０う

ラジオNIKKEI　谷口吉郎とイサム・ノグチ�� ●

図 １０　 イサム・ノグチ《広島の鐘楼》
1950 年

撮影：Kevin Nobel

図１1　釣鐘の壁画とイサム・ノグチ
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も
ス
タ
イ
ル
も
異
な
る
三
つ
の
彫
刻
作
品
が
一
九
五
一
年
の
時
点
で

新
萬
來
舎
の
庭
園
の
た
め
に
構
想
さ
れ
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
、
イ
サ

ム
・
ノ
グ
チ
の
キ
ャ
リ
ア
を
美
術
史
的
に
考
証
す
る
上
で
も
、
戦
後

の
世
界
美
術
史
を
考
え
る
上
で
も
特
筆
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
「
彫
刻
的
風
景
」

　

以
上
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
は
「
新
萬
來

舎
／
ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
」
に
よ
っ
て
二
十
世
紀
美
術
史
に
残
る
造
形

空
間
を
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
た
ら
し
た
。
一
方
で
「
新
萬
來
舎
」

と
そ
の
庭
園
は
小
規
模
な
が
ら
ノ
グ
チ
が
初
め
て
実
現
し
た
「
環
境

芸
術
作
品
」
で
あ
り
、
後
に
世
界
各
地
で
実
現
し
た
大
規
模
な
庭
園

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
の
彫
刻
家
に
と
っ
て
、
一
つ
の
出
発
点
と
な
る
重

要
な
仕
事
で
あ
っ
た
。

　

新
萬
來
舎
の
完
成
か
ら
五
年
後
の
一
九
五
六
年
、
ノ
グ
チ
は
建
築

家
マ
ル
セ
ル
・
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
（
一
九
〇
二
―
一
九
八
一
）
の
勧
め
で
パ

リ
の
「
ユ
ネ
ス
コ
本
部
の
庭
園
」（
図　

【
３
―　

】）
を
手
が
け
る
こ

１２

２５

と
と
な
る
。
こ
の
庭
園
の
デ
ザ
イ
ン
に
あ
た
り
ノ
グ
チ
は
、
日
本
に

石
材
の
寄
贈
を
求
め
、
関
西
地
方
か
ら
八
十
八
ト
ン
の
岩
石
を
集

め
、
三
人
の
日
本
の
庭
師
を
パ
リ
に
招
き
、
ユ
ネ
ス
コ
本
部
庭
園
の

デ
ザ
イ
ン
に
か
つ
て
京
都
で
体
験
し
た
日
本
庭
園
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を

導
入
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
本
部
の
庭
園
に
お
い
て
ノ
グ
チ
は
、
上
下
の

高
低
差
の
あ
る
土
地
の
高
い
方
に
岩
石
を
用
い
て
彫
刻
的
庭
園
を
造

り
、
座
席
の
一
部
を
茶
の
湯
の
席
に
見
立
て
た
。
ま
た
低
い
方
に
は

京
都
の
回
遊
式
庭
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
日
本
庭
園
と
し
、
歌
舞
伎
の

花
道
を
ヒ
ン
ト
に
小
径
や
踏
み
石
な
ど
日
本
的
モ
テ
ィ
ー
フ
を
ふ
ん

だ
ん
に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
�
。「
ユ
ネ
ス
コ
本
部
庭
園
」
に
よ
り

ノ
グ
チ
は
、
庭
園
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
も
不
動
の
名
声
を
博
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

ノ
グ
チ
に
と
っ
て
「
彫
刻
」
と
は
、
独
立
し
た
作
品
を
た
だ
並
べ

れ
ば
い
い
も
の
で
は
な
く
、
配
置
さ
れ
た
作
品
を
相
互
に
関
連
さ
せ

人
々
の
日
常
生
活
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
一
つ
の
「
世
界
」

を
作
り
出
す
こ
と
で
あ
っ
�
。
こ
の
こ
と
を
ノ
グ
チ
は
、「
彫
刻
的

（　

）
２１る

（　

）
２２た

 �●

図１2　イサム・ノグチ
《ユネスコ本部庭園》
1956 － 58 年
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風
景
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
「
彫
刻
的
風
景
」
の
理
念
は
、

「
新
萬
來
舎
／
ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
」
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
に
も
確
か
に

息
づ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

�
　

慶
應
義
塾
は
二
〇
〇
一
年
十
月
新
大
学
院
構
想
検
討
委
員
会
を
設

置
し
審
議
を
進
め
、
二
〇
〇
二
年
一
月
新
し
い
法
科
専
門
大
学
院
を

設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
新
校
舎
建
設
を
具
体
的
に
検
討
す
る

「
新
大
学
院
環
境
整
備
検
討
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
の
委
員

会
は
新
校
舎
の
建
設
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
、
二
〇
〇
二
年
三
月

第
二
研
究
室
の
占
め
る
場
所
に
約
五
千
坪
の
面
積
を
も
つ
新
校
舎
を

二
〇
〇
五
年
四
月
ま
で
に
建
設
す
る
計
画
立
案
を
決
定
し
た
。
コ
ン

ペ
に
よ
る
設
計
業
者
選
定
を
経
て
、
基
本
設
計
作
業
が
終
了
。
二
〇

〇
三
年
一
月
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
、
正
式
に
第
二
研
究
室
の
取
り

壊
し
と
新
校
舎
建
設
が
決
定
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
イ
サ
ム
・
ノ

グ
チ
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
「
新
萬
來
舎
／
ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
」
は
い

っ
た
ん
解
体
さ
れ
、
彫
刻
、
庭
園
と
と
も
に
新
校
舎
の
三
階
部
分
に

移
築
・
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
�
。

　

こ
の
決
定
に
対
し
新
校
舎
建
設
計
画
が
発
表
さ
れ
た
二
〇
〇
二
年

夏
以
降
、
一
部
教
員
や
建
築
関
係
者
か
ら
解
体
・
移
築
へ
の
反
対
運

第
二
研
究
室
の
解
体
と

ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
の
移
築
保
存
計
画

（　

）
２３た

動
が
お
こ
っ
た
。
彼
ら
は
「
保
存
を
要
望
す
る
会
」
な
ど
を
結
成

し
、
慶
應
義
塾
に
対
し
計
画
変
更
に
よ
る
建
物
の
現
状
保
存
を
求
め

る
署
名
運
動
を
行
い
、
計
画
の
凍
結
と
見
直
し
を
要
望
し
た
。
し
か

し
大
学
当
局
と
の
話
し
合
い
は
平
行
線
を
た
ど
り
、
つ
い
に
二
〇
〇

三
年
三
月
移
築
に
反
対
す
る
グ
ル
ー
プ
は
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
著
作

権
を
管
理
す
る
米
国
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
財
団
と
と
も
に
東
京
地
裁
に

工
事
中
止
の
仮
処
分
を
申
請
す
る
と
い
う
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
。

　

こ
の
仮
処
分
申
請
の
審
理
で
は
、
新
萬
來
舎
が
解
体
・
移
築
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
著
作
権
法
二
十
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
著
作
者

人
格
権
」
の
「
同
一
性
保
持
権
」
が
侵
害
さ
れ
る
の
か
否
か
と
い
う

こ
と
が
争
点
と
な
っ
た
。「
同
一
性
保
持
権
」
に
つ
い
て
著
作
物
と

し
て
音
楽
作
品
を
考
え
た
場
合
を
例
に
簡
単
に
説
明
し
て
み
た
い
。

例
え
ば
Ａ
さ
ん
が
作
曲
し
た
あ
る
音
楽
作
品
（
楽
曲
）
が
あ
っ
た
と

す
る
。
こ
の
楽
曲
に
は
制
作
者
で
あ
る
Ａ
さ
ん
の
著
作
権
が
認
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
た
と
え
ば
Ｂ
さ
ん
が
勝
手
に
そ
の
一
節
を
他
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
変
え
て
Ａ
さ
ん
の
曲
と
し
て
発
表
し
た
場
合
、「
著
作

者
人
格
権
」
の
「
同
一
性
保
持
権
」
が
侵
害
さ
れ
た
、
と
判
断
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
こ
の
「
著
作
者
人
格
権
」

の
「
同
一
性
保
持
権
」
侵
害
が
、
は
た
し
て
建
築
物
や
芸
術
空
間
に

も
適
用
し
う
る
の
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

す
で
に
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
に
と
っ

て
彫
刻
や
庭
園
作
品
は
、
た
ん
に
独
立
し
た
作
品
や
要
素
を
並
べ
た

ラジオNIKKEI　谷口吉郎とイサム・ノグチ�� ●
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も
の
で
は
な
く
、
配
置
さ
れ
た
作
品
を
相
互
に
関
連
さ
せ
人
々
の
日

常
生
活
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
空
間
全
体
が
ひ
と
つ
の
「
世

界
」
を
作
り
出
す
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。「
第
二
研
究
室
」
お

よ
び
「
新
萬
來
舎
／
ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
」
の
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
に
お

い
て
谷
口
と
ノ
グ
チ
が
演
説
館
と
の
関
係
性
を
重
視
し
た
こ
と
、
ま

た
新
萬
來
舎
の
最
大
の
特
徴
が
キ
ャ
ン
パ
ス
空
間
と
連
続
す
る
東
西

に
開
か
れ
た
開
放
性
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
考
察
し
た
通
り
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
新
校
舎
の
三
階
に
移
築
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ノ
グ
チ
・

ル
ー
ム
が
キ
ャ
ン
パ
ス
・
レ
ベ
ル
か
ら
遊
離
す
る
に
よ
っ
て
演
説
館

と
の
関
係
性
や
東
西
に
開
か
れ
た
開
放
性
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。
つ
ま
り
谷
口
―
ノ
グ
チ
の
芸
術
空
間
で
あ
る
「
新
萬
來

舎
／
ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
」
の
「
同
一
性
」
が
「
保
持
で
き
な
い
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
二
〇
〇
三
年
三
月
に
行
わ
れ
た
仮
処
分
申
請
に

対
し
て
東
京
地
裁
は
、
裁
判
官
三
人
で
約
三
カ
月
か
け
て
審
理
す
る

と
い
う
異
例
の
対
応
を
と
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
文
化
財
建
築
物
の
著
作

権
を
め
ぐ
っ
て
司
法
の
判
断
が
問
わ
れ
た
ケ
ー
ス
は
、
ほ
と
ん
ど
前

例
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
三
年
六
月
十
一
日
、
東
京
地
裁
は
日
本
の
著
作
権
法
で
は

「
著
作
者
人
格
権
」
は
制
作
者
の
一
身
に
専
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て

制
作
者
の
死
後
に
こ
の
権
利
は
譲
渡
で
き
な
い
、
と
規
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
実
用
の
目
的
で
利
用
さ
れ
て
い
る
「
建
築
物
」
の
場

合
、
一
定
の
範
囲
で
著
作
権
を
制
限
し
所
有
者
に
よ
る
「
増
改
築
」

を
認
め
る
、
と
い
う
例
外
規
定
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
、「
移
築
に
よ
っ
て
作
品
の
同
一
性
は
失
わ
れ
る
」
と
原
告
側
の

主
張
に
一
定
の
理
解
は
示
し
た
も
の
の
、イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
財
団
が「
著

作
者
人
格
権
」
を
有
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
し
て
申
請
自
体

を
却
下
す
る
判
断
を
下
し
�
。こ
の
判
断
を
受
け
、二
〇
〇
三
年
六
月

下
旬
よ
り
解
体
工
事
が
開
始
さ
れ
、
第
二
研
究
室
お
よ
び
新
萬
來
舎

は
跡
形
も
な
く
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
新
萬
來
舎
部
分
の
部
材

は
保
存
さ
れ
、
新
校
舎
の
竣
工
に
あ
わ
せ
て
三
階
部
分
に
移
築
・
復

元
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
が
、
現
在
私
た
ち
は
純
粋
な
意
味
で
そ
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
空
間
を
体
験
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
こ
数
年
、
滋
賀
の
豊
郷
小
学
校
や
東
京
の
正
田
邸
、
同
潤
会
青

山
ア
パ
ー
ト
の
解
体
を
め
ぐ
る
反
対
運
動
な
ど
、
日
本
各
地
で
文
化

財
建
築
物
の
解
体
・
保
存
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
議
論
が
お
こ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
「
新
萬
來
舎
／
ノ

グ
チ
・
ル
ー
ム
」
の
解
体
・
移
築
の
是
非
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
芸
術

空
間
に
対
す
る
著
作
権
法
の
限
界
を
露
呈
さ
せ
る
な
ど
、
我
が
国
の

文
化
財
建
築
物
保
護
に
関
す
る
議
論
に
一
石
を
投
じ
た
事
例
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
公
開

　

私
の
所
属
す
る
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の

（　

）
２４た
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解
体
・
移
築
問
題
が
お
こ
る
は
る
か
以
前
の
一
九
九
八
年
四
月
か
ら

「
新
萬
來
舎
／
ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
」
の
芸
術
的
・
文
化
財
的
価
値
に

注
目
し
、
竣
工
当
時
の
建
築
資
料
や
文
献
資
料
の
収
集
、
関
係
者
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
実
施
や
現
状
記
録
の
作
成
な
ど
研
究
ア
ー
カ

イ
ヴ
を
構
築
す
る
「
ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
き
た
。

　

新
萬
來
舎
は
ノ
グ
チ
の
作
品
集
や
研
究
書
の
ほ
と
ん
ど
が
彼
の
代

表
作
と
し
て
言
及
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
版
の
多
く
が
竣

工
当
時
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
み
に
よ
る
紹
介
で
し
か
な
か
っ
た
。
世

界
中
の
多
く
の
建
築
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
美
術
史
家
、
建
築
・
デ
ザ
イ

ン
の
研
究
者
が
新
萬
來
舎
の
空
間
を
実
見
し
て
み
た
い
と
い
う
潜
在

的
希
望
を
も
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
部
屋
の
管
理
あ
る
い
は

作
品
保
全
の
観
点
か
ら
、
完
全
な
一
般
公
開
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

新
萬
來
舎
に
限
ら
ず
美
術
品
の
公
開
に
は
常
に
一
つ
の
大
き
な
矛

盾
が
つ
き
ま
と
う
。
美
術
品
は
人
の
眼
に
触
れ
な
け
れ
ば
本
来
の
機

能
を
果
た
せ
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
展
示
・
公
開
す
る
こ
と

は
同
時
に
美
術
品
を
照
明
や
温
湿
度
変
化
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り
、

作
品
の
劣
化
を
確
実
に
促
進
さ
せ
る
。
ま
た
輸
送
の
際
に
生
じ
る
振

動
や
、
人
為
的
な
事
故
、
災
害
に
よ
る
損
傷
を
考
え
る
と
、
展
示
・

公
開
が
背
負
う
リ
ス
ク
は
計
り
し
れ
な
い
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
近
年
美
術
館
・
博
物
館
に
お
い
て
注
目

さ
れ
て
い
る
話
題
の
一
つ
が
「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
」
と
い
う

手
法
で
あ
る
。
美
術
品
、
博
物
資
料
、
古
文
書
、
貴
重
書
な
ど
そ
の

稀
少
性
か
ら
一
般
公
開
に
制
限
を
設
け
ざ
る
を
え
な
い
作
品
・
資
料

を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
精
彩
画
像
を
公
開
し
広
く
学

生
レ
ベ
ル
の
研
究
者
に
ま
で
閲
覧
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

様
々
な
教
育
的
効
果
や
学
問
分
野
を
横
断
す
る
新
た
な
研
究
成
果
が

生
ま
れ
る
可
能
性
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
「
ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
・
ア
ー
カ
イ

ヴ
」
は
、
建
築
資
料
や
文
献
資
料
の
収
集
・
保
存
・
公
開
と
い
う
本

来
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
（
文
書
館
）
的
機
能
と
、
デ
ジ
タ
ル
・
メ
デ
ィ
ア

を
駆
使
し
た
「
新
萬
來
舎
／
ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
」
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
空

間
の
公
開
と
い
う
博
物
館
的
機
能
の
二
つ
の
側
面
を
備
え
て
い
る
。

歴
史
的
文
化
財
が
変
容
も
し
く
は
消
滅
す
る
と
い
う
昨
今
の
状
況
下

に
お
い
て
「
ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
」
の
活
動
は
、
い
か

に
空
間
芸
術
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
保
存
し
再
現
し
て
い
く
か
と

い
う
点
に
お
い
て
一
つ
の
指
針
を
示
す
実
験
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
講
座
の
第
二
回
で
も
紹
介
し
た
が
、
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
新
萬
來
舎
／
ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
」
の
室
内
と

庭
園
を
三
六
〇
度
パ
ノ
ラ
マ
で
撮
影
し
編
集
し
た
ム
ー
ビ
ー
画
像
を

公
開
し
て
い
る
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
は
、
上
述
し
た
よ

う
に
本
来
作
品
保
護
と
情
報
公
開
を
兼
ね
た
一
手
段
と
し
て
制
作
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
今
と
な
っ
て
は
新
萬
來
舎
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
空
間
を
体
験
で
き
る
唯
一
の
手
段
と
な
っ
て
し
ま
っ
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た
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
閲
覧
可
能
な
方
は
ぜ
ひ
こ
の
空
間
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

二
〇
〇
四
年
は
、
谷
口
吉
郎
と
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
生
誕
一
〇
〇

年
の
年
に
あ
た
り
、
こ
の
二
人
の
名
前
を
聞
く
機
会
も
多
か
っ
た
。

と
く
に
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
は
、
彼
が
最
晩
年
に
設
計
を
担
当
し
最
後

の
作
品
と
な
っ
た
札
幌
市
モ
エ
レ
沼
公
園
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
七

年
の
歳
月
を
経
て
二
〇
〇
五
年
夏
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ー
プ
ン
を
迎
え

る
。
ま
た
香
川
県
高
松
市
郊
外
の
木
田
群�
牟��
礼�
町
に
は
、
ノ
グ
チ
の

む 

れ

日
本
の
仕
事
場
で
あ
っ
た
場
所
に
「
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
庭
園
美
術

館
」
が
あ
る
。
ノ
グ
チ
は
一
九
六
九
年
か
ら�
庵��
治�
石
の
産
地
と
知
ら

あ 

じ

れ
る
牟
礼
に
日
本
に
お
け
る
活
動
拠
点
と
し
て
ア
ト
リ
エ
を
か
ま

え
、
一
九
八
八
年
に
亡
く
な
る
ま
で
ア
メ
リ
カ
と
日
本
を
行
き
来
し

制
作
活
動
を
展
開
し
た
。
庭
園
美
術
館
に
は
ノ
グ
チ
が
江
戸
時
代
末

期
の
豪
商
の
家
屋
を
移
築
し
て
住
ん
だ
「
イ
サ
ム
家
」
を
は
じ
め
、

ア
ト
リ
エ
や
彫
刻
作
品
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る
。

見
学
に
は
ハ
ガ
キ
に
よ
る
事
前
予
約
が
必
要
で
あ
る
が
、
近
く
へ
行

く
機
会
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
立
寄
っ
て
ノ
グ
チ
の
創
造
空
間
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
他
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
作
品
は
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館

や
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
鎌
倉
館
、
横
浜
美
術
館
な
ど
各
地
の
美

術
館
で
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
谷
口
吉
郎
と
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
に
関
す
る
評

伝
や
研
究
書
な
ど
を
基
本
的
な
参
考
文
献
と
し
て
紹
介
し
て
あ
る
の

で
、
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
こ
れ
ら
を
手
が
か
り
に
し
て

学
習
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
註（

１
）　

谷
口
吉
郎
、「
彫
刻
と
建
築
」、『
新
建
築
』
一
九
五
〇
年
一
〇
月
号
、

三
〇
九
頁
。

（
２
）　

三
越
百
貨
店
の
「
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
作
品
展
」
は
当
初
ノ
グ
チ
の
作

品
を
紹
介
す
る
「
写
真
展
」
と
し
て
提
案
さ
れ
た
が
、
ノ
グ
チ
自
身
の
希

望
に
よ
り
実
際
に
作
品
を
陳
列
す
る
「
作
品
展
」
と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
展
覧
会
開
催
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
、

「
私
の
見
た
日
本
」、
長
谷
川
三
郎
訳
、『
芸
術
新
潮
』
一
九
五
一
年
十
月

号
、
一
〇
二
頁
を
参
照
。

（
３
）　

木
田
拓
也
、「
あ
か
り
―
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
が
作
っ
た
光
の
彫
刻
」、

『
あ
か
り
―
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
が
作
っ
た
光
の
彫
刻
』
展
図
録
、
東
京
国

立
近
代
美
術
館
、
二
〇
〇
三
、
一
〇
頁
。

（
４
）　

剣
持
勇
、「
工
芸
指
導
に
お
け
る
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
」、『
工
芸
ニ

ュ
ー
ス
』
第
一
八
巻
第
一
〇
号
、
二
〇
頁
。

（
５
）　

猪
熊
弦
一
郎
、「
無
」、『
み
づ
ゑ
』
五
四
〇
号
（
昭
和
二
十
五
年
十

月
号
）。

（
６
）　

前
掲
（
４
）、
剣
持
勇
、「
工
芸
指
導
に
お
け
る
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
」、

二
三
頁
。

（
７
）　

谷
口
吉
郎
、「
慶
應
義
塾
大
学
第
二
研
究
室
（
万
来
舎
）」、『
谷
口
吉
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郎
著
作
集
』
第
四
巻
、
淡
交
社
、
一
九
八
一
、
二
〇
四
頁
。（『
新
建
築
』

一
九
五
二
年
二
月
号
に
初
出
）

（
８
）　

谷
口
吉
郎
、「
彫
刻
と
建
築
」、『
新
建
築
』
一
九
五
〇
年
一
〇
月
号
、

三
〇
九
頁
。

（
９
）　

前
掲
（
２
）、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
、「
私
の
見
た
日
本
」、
一
〇
二
頁
。

（　

）　

前
掲
（
２
）、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
、「
私
の
見
た
日
本
」、
一
〇
二
頁
。

１０
（　

）　

前
田
富
士
男
、「
ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
／
第
二
研
究
室
の
保
存
問
題
：

１１慶
應
義
塾
大
学
三
田
新
校
舎
建
設
計
画
を
め
ぐ
っ
て
」、『
慶
應
義
塾
大
学

ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
十
号
、
十
四
頁
。

（　

）　

ノ
グ
チ
の
ス
ラ
ブ
彫
刻
と
《
若
い
人
》
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
八

１２代
修
次
、「
慶
應
義
塾
と
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
」、『
哲
学
』（
三
田
哲
学
会
）

第
七
十
六
集
、
三
田
哲
学
会
、
一
九
八
三
年
、
一
〇
九
―
一
一
一
頁
を
参

照
。
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
新
萬
來
舎
の
彫
刻
と
庭
園
に
関
す
る
記
述
・

解
釈
は
、
八
代
修
次
教
授
の
こ
の
論
文
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

（　

）　

前
掲
（　

）、
八
代
修
次
、「
慶
應
義
塾
と
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
」、
一

１３

１２

一
一
頁
。

（　

）　

前
掲
（
２
）、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
、「
私
の
見
た
日
本
」、
一
〇
二
頁
。

１４
（　

）　

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
、「
仕
事
に
つ
い
て
」、『
新
建
築
』
一
九
五
二
年

１５二
月
号
、
九
頁
。

（　

）　

新
萬
來
舎
建
設
当
時
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
助
手
で
あ
っ
た
彫
刻
家
・

１６広
井
力
氏
の
談
話
に
よ
る
。

（　

）　

前
掲
（　

）、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
、「
仕
事
に
つ
い
て
」、
九
頁
。

１７

１５

（　

）　

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
、『
あ
る
彫
刻
家
の
世
界
』、
小
倉
忠
夫
﹇
訳
﹈、

１８美
術
出
版
社
、
一
九
六
九
、
一
七
〇
頁
。

（　

）　
『
新
建
築
』
一
九
五
〇
年
一
〇
月
号
、
三
〇
九
頁
の
挿
図
参
照
。

１９

（　

）　

前
掲
（　

）、
八
代
修
次
、「
慶
應
義
塾
と
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
」、
一

２０

１２

二
〇
頁
、
註
十
七
参
照
。

（　

）　

前
掲
（　

）、
八
代
修
次
、「
慶
應
義
塾
と
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
」、
一

２１

１２

一
六
頁
。

（　

）　

前
掲
（　

）、
八
代
修
次
、「
慶
應
義
塾
と
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
」、
一

２２

１２

一
二
頁
。

（　

）　

慶
應
義
塾
が
発
表
し
た
移
築
・
保
存
案
に
つ
い
て
は
、大
学
が
公
開
し

２３て
い
る
広
報
資
料
、��������

�
�
���������������

�����������

��������
�
�
���������������
������������

�

�
�

を
参
照
。

（　

）　

松
本
良
一
、「
慶
大
「
ノ
グ
チ
・
ル
ー
ム
」
解
体
へ
」、『
読
売
新
聞
』

２４二
〇
〇
三
年
六
月
十
六
日
夕
刊
。

〔
や
な
い　

や
す
ひ
ろ　

慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
・
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
。
近
現
代
美
術
史
・
美
術
館
学
。
一
九
九
五
年
慶
應
義
塾
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
美
学
美
術
史
学
修
士
課
程
修
了
。
箱
根
ガ
ラ
ス
の
森

美
術
館
学
芸
員
を
経
て
、
一
九
九
八
年
よ
り
現
職
。
主
要
業
績
―
「
慶
應

義
塾
旧
図
書
館
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
図
像
成
立
と
構
想
案
に
関
す
る
一
試

論
」、『
伝
統
と
象
徴
―
美
術
史
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』、
沖
積
舎
、
二
〇
〇

三
。「
演
説
姿
の
福
澤
諭
吉
肖
像
画
に
関
す
る
覚
書
」、『
日
本
美
術
の
空

間
と
形
式
』、
二
玄
社
、
二
〇
〇
三
。〕

※
〈
ラ
ジ
オ
た
ん
ぱ
〉
慶
應
義
塾
の
時
間
（
現
・
ラ
ジ
オ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
）

で
平
成
十
六
年
一
月
に
放
送
さ
れ
た
も
の
を
、
六
七
九
号
よ
り
今
号
ま
で

隔
月
で
連
載
し
ま
し
た
。掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、加
筆
修
正
を
ほ
ど
こ
し
て

い
ま
す
。

ラジオNIKKEI　谷口吉郎とイサム・ノグチ�� ●


